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「大村女子職業学校」

昭和１１年「烏山武」氏が設立者となる。

昭和３年～農業実習地、グラウンド、講堂・教室等整備。

高等師範科、教員養成科等設置し家庭科教員を養成。

昭和１０年頃の

大村女子職業学校「初代正門」

大正１３年１月１９日 「大村裁縫女学校」設立

同年７月 校舎建築（乾馬場郷、現：西三城町）

（左写真は昭和５年頃）

同年４月２０日 開校の祝典を挙げ、創立記念日とする

大正１４年１０月 「大村女子職業学校」と改称認可

師範科設置（T15高等師範科）

大正1４年「大村女子職業学校」認可

昭和１５年頃の

大村女子職業学校「第２代正門」

※左写真は、昭和２３年１１月「向陽高等学校」新校名板

を披露した記念写真。（上写真の東側に正門）

昭和２２年 中学部が「分教場」として借用

昭和２３年頃の

大村女子職業学校「第３代正門」

昭和21年6月建立

大正１３年～昭和１５年頃までの 「大村女子職業学校」

第2代正門

T13年校舎建築、T15年寄宿舎建築、S15年正門建立

昭和15年生徒数４００名、寄宿舎生１２０名。

初代正門

昭和２０年 「烏山武」氏校長就任（41歳）。

昭和２２年 学制改革により、新制中学部認可。

杭出津工員養成所を借用し（軍に申請）、分教場設置。

※上写真は昭和２２年頃の「杭出津工員養成所」

（現：中央小学校、西大村中学校付近）

昭和２４年頃の 旧第４校舎


